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1 .  はじめに 
近年, 日本では母娘ショッピングという現象を
見ることができる｡ ここで言う ｢母娘｣ の母親は
団塊世代と呼ばれる世代である｡ 主に50代の母親
で, 子育てを終え経済的にも時間的にも余裕があ
る｡ いっぽう, ｢母娘｣ の娘は団塊ジュニアと呼
ばれる世代である｡ 20代前半の大学生や OL で, 
親との同居率が高く, 既婚であっても専業主婦と
はならす, 就業しているような人々である｡ 
企業のマーケターは, 彼女たちを M&D 市場と呼
び, マーケティングの重要なターゲットと捉えてい
る｡ 例えば, 百貨店や旅行会社は, 母娘をセットで
ターゲットにした商品やサービスを販売している｡ 
メディアは, このような母娘を ｢友人同士のよう
な関係｣ と形容する｡ ここで言う ｢友人同士のよう
な関係｣ とは, 親友のように仲がよい関係, 双方の利
害関係が一致している関係, お互いを利用する関係
を指す (信田1998, 村上2006)｡ 娘が友人とショッピ












の特徴を有しているのであろうか ｡ すなわち, 
娘の購買意思決定において, 
(1) ｢娘と友人みたいな母親｣ と ｢娘と友人｣ 
は, 同様の購買意思決定過程 を創出するのか｡ 
(2) ｢友人みたいな母親｣ と ｢友人｣ は, 娘に対
して同様の役割を果たすのか｡ 





2 .  先行研究の整理 









具体的には, 娘にとって母親は, (1) 規範となる












影響を及ぼす (Moschis, et als. 1984; Moschis, et 
als. 1986)｡ 親は子供に何を買うべきか, お金をど
のように使うべきかを日々の会話の中で伝える 
(Moschis, et als. 1986)｡ 
(b) 依存 
イニシエーション (通過儀礼) が消失した現代




















いう関係的役割に, ｢保護者｣ ｢しつけ手｣ ｢教師｣ 
｢カウンセラー｣ ｢遊び相手｣ ｢母の配偶者｣ とい
った役割がセットになって含まれている｡ 
役割期待は, 相手に対して期待している役割で





る｡ 夫が役割遂行すれば, 妻が ｢期待通りであっ
た｣ とか ｢期待以上であった｣ として, 是認・感
謝・称賛を与える｡ 期待はずれのため否認や非難
を与える場合もある｡ 役割遂行に対する反応を評












うか検討する専門家 (expert)｡ 買うか買わないか, 
買うとしたらどのブランドを買うかという最終的
な購買意思決定を行う決定者 (decision maker)｡ 
実際に商品を購入し支払い, 家に持ち帰る購入者 






れる｡ 母親は, 娘に影響を及ぼす影響者や, 商品検
討の基準を設定する専門家や, 最終的な購買意思決
定者という役割を遂行するだけではない｡ 娘の購買
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満足する｡ なぜならば, 役割遂行を通じて, 母親は, 
過去の楽しかった体験を思い出したり, 母親が自ら
抱く理想自己を娘の理想自己にしたりできるからで













































には, 単純に事実を表わす指示 (denotative) レベ
ルがあり, 指示レベルを起点に,  2 つの抽象の階
梯が積みあがる｡  1 つ目の抽象段階の変域は, メタ
言語的 (meta-linguistic) 変域である｡ 例えば, ｢猫と
いう言語的音声は, これこれの事物集合の全てのメ
ンバーを表わす｣ ｢猫という語は, 毛を持たず, 引っ
掻くこともしない｣ などである｡  2 つ目の抽象段階
の変域は, メタ･コミュニケーション的 (meta- 
communicative) 変域である｡ 例えば, ｢あなたに
猫の居場所を教えたのは, あなたへの好意からだ




｢遊び｣ という現象を成り立たせる｡ すなわち, 娘
と友人は, 購買意思決定のための情報交換だけでは
なく, メタ・コミュニケーションをこなすことで, 




ある｡ 第 1 に, 自分の意見を述べる時に, 明言を












序｣ や ｢防ぐべき自己への脅迫｣ が無く, 個人の
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に集中できる (Csikszentmihalyi 1990)｡ 
ティーンエイジャーは, 友人とともにいる時, 他
のどの社会的関係にいる時よりもきわめて高い幸福, 
自尊 , 強さ , 動機づけの感情を持っている 
(Csikszentmihalyi ＆ Larson 1984)｡ ティーンエイジ
ャーだけではない｡ 若い成人も友人と一緒にいる時, 
配偶者を含めてそれ以外の他者といる時よりも, 幸









よる交感 (phatic communion)｣ 概念が説明すると
おり, 会話をすることは情報を認知することだけ
ではない｡ 対話が非連続になったのは, 娘と友人
の ｢共同の現在(いま)｣ の経験に,  2 人が没入して
いるからである (鷲田1995, 菅原1998)｡ 
(2) 友人の役割 
友人の役割は, 共感者 (sympathizer)  である｡ 
娘は, 友人に共感してもらって満足するのだが, 
なぜ満足できるのであろうか｡ 
共感には 2 つの機能がある｡  1 つ目は, 相手に対する










い｣ 人になる｡ 優しいとは, 自分を肯定してくれる
受容感覚, 振る舞い, 人格的ありようを指す｡ 他者が
受容の中味を見誤ると ｢鈍感｣ あるいは ｢冷たい｣ 
人になる｡ 自分が肯定したい自己を指差し, 信じさ
せてくれる受容が優しさであるが (中西1997), 相手














体験に没入 (フロー体験) するのである｡ 
以上, コミュニケーションのプロセス, 役割, 
満足について, ｢娘と友人みたいな母親｣ と ｢娘
と友人｣ との質的な異同について整理を試みた 
(表 1 )｡ 以下では, 観察されたデータを解釈しつ
つ, 検討を加えてゆく｡ 
 
表 1 ｢娘と母親との関係｣ と ｢娘と友人との関係｣ との比較 






同伴者の役割 承認者 (母親) 共感者 (友人) 
満 足 
娘：承認の獲得 娘：共感と ｢たった今｣ の遊び 
母親： ｢ノスタルジー｣ と ｢母
親の理想自己｣ による過去と未
友人：共感と ｢たった今｣ の遊び 
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来の体験  







本調査は 2 タイプのペア (｢娘と母親｣ ペアと ｢娘
と友人｣ ペア) について, それぞれ 1 回ずつ行う｡ 
ペアの数は, プリテストを含めると, 娘と母親ペア 










ントの情報は表 2 のとおりである｡ 
本調査は,【調査 1 】と【調査 2 】で構成され, そ
れぞれ 6 組のペアによって実施された｡ いずれの
調査も, ペアの 1 人は購買意思決定者の娘である｡ 
娘は【調査 1 】にも【調査 2 】にも参加する｡ 




報は表 3 のとおりである｡ 
 
 
表 2  【プリテスト】インフォーマント (娘と友人ペア)  





Ａ 娘 20代前半 
3 年 2007年11月20日 
Ｂ 友人 20代前半 
ペア 2 
Ｃ 娘 20代前半 
3 年 2007年11月27日 




表 3  【調査 1 】インフォーマント (娘と母親ペア) 





陽菜 娘 20代前半 大学 4 年生 
両親と同居 
2007年12月16日 
Ｕ 母親 50代前半 
ペア 4 
優那 娘 20代前半 大学 4 年生 
両親と同居 
2007年12月 6 日 
Ｖ 母親 50代前半 
ペア 5 
絵利香 娘 20代前半 大学 3 年生 
両親と同居 
2008年12月 6 日 
Ｗ 母親 50代前半 
ペア 6 
麻優 娘 20代前半 大学 3 年生 
両親と同居 
2008年12月15日 
Ｘ 母親 50代前半 
ペア 7 
優 娘 20代前半 大学 3 年生 
両親と同居 
2008年11月24日 
Ｙ 母親 40代後半 
ペア 8 
あいり 娘 20代前半 大学 3 年生 
両親と同居 
2008年12月16日 
Ｚ 母親 50代前半 
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表 4  【調査 2 】インフォーマント (娘と友人ペア) 





陽菜 娘 20代前半 
3 年 2007年12月18日 
Ｈ 友人 20代前半 
ペア10 
優那 娘 20代前半 
7 年 2008年 1 月10日 
Ｉ 友人 20代前半 
ペア11 
絵利香 娘 20代前半 
3 年 2008年11月25日 
Ｊ 友人 20代前半 
ペア12 
麻優 娘 20代前半 
3 年 2008年11月24日 
Ｋ 友人 20代前半 
ペア13 
優 娘 20代前半 
3 年 2008年12月16日 
Ｌ 友人 20代前半 
ペア14 
あいり 娘 20代前半 
3 年 2008年12月 1 日 
Ｍ 友人 20代前半 
 
表 5 インフォーマントが使用した雑誌の発行年と号 
ペア 3 娘陽菜と母親Ｕ 2007年秋号 ペア 9 娘陽菜と友人Ｈ 2007年冬号 
ペア 4 娘優那と母親Ｖ 2007年冬号 ペア10 娘優那と友人Ｉ 2007年秋号 
ペア 5 娘絵利香と母親Ｗ 2008年秋号 ペア11 娘絵利香と友人Ｊ 2008年冬号 
ペア 6 娘麻優と母親Ｘ 2008年冬号 ペア12 娘麻優と友人Ｋ 2008年秋号 
ペア 7 娘優と母親Ｙ 2008年秋号 ペア13 娘優と友人Ｌ 2008年冬号 
ペア 8 娘あいりと母親Ｚ 2008年冬号 ペア14 娘あいりと友人Ｍ 2008年秋号 
 
【調査 2 】で, 娘 (陽菜, 優那, 絵利香, 麻優, 優, 













の女子大生の中で ,  2 つの条件を満たす学生をリ
クルーティングした｡ 第 1 の条件は, ファッショ













大学 4 年生と大学 3 年生である｡ 調査実施時期に
大学 4 年生だったインフォーマントは, 数ヵ月後
には大学を卒業し社会人になる｡ 大学生から社会
人へのイメージチェンジを迫られている時期なの
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その結果, 百貨店 ｢マルイ｣ の発行する通販雑誌




第 1 段階 ｢インストラクション｣ 




第 2 段階 ｢雑誌閲覧｣ と ｢商品選択｣ 
第 2 段階は, 雑誌閲覧と商品選択の 2 つのフェー
ズで構成される｡  1 つ目の雑誌閲覧フェーズで, イ
ンフォーマントはカタログに掲載された商品を閲覧




掲載ページに付箋を貼るのである (写真 1 と写真 2 )｡ 
研究者は, 後からそれぞれのインフォーマントが
チェックした商品を知ることができる｡ 
 2 つ目の商品選択のフェーズで, インフォーマン
トは共同で, ポストイットを貼った商品の中から, 




第 3 段階 ｢インタビュー｣ 











調査は 3 台のビデオカメラと 1 台のデジタルカ
メラを用いた｡  1 台目のビデオカメラは, 三脚で
固定し, ワイヤレス･マイクを接続し,  2 名のイン
フォーマントのインタラクションを録音・録画し
た｡  2 台目のカメラは, 書画カメラに接続し, イ
ンフォーマントがどのように雑誌を閲覧したのか




写真 1 〔調査 1 〕の様子 (ペア 5 の絵利香と母親Ｗ) 
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写真 2 〔調査 2 〕の様子 (ペア13の優と友人Ｌ) 
 
3.4. データの文書化 
【調査 1 】と【調査 2 】で録画されたビデオの映
像と音声の両方をデータとして文書化した｡ ビデ
オの映像の文書化では, (頷く) (笑) (指差す) とい
ったインフォーマントのアクションのデータ化を





4 .  記述 
本節は, ビデオの映像データを補完的に用いな
がら, ｢娘と母親との関係｣ と ｢娘と友人との関
係｣ それぞれのバーバルデータの考察について記






っても, 娘にとって母親は, (a) 規範となる存在で
あり, (b) 依存の対象である｡ 母親は単なる助言
者ではなく, 意思決定の許可を与える承認者なの
である｡ 以下, コミュニケーションの特徴, 役割, 













る｡ 母親Ｖは, 娘優那に, 白いコートはすぐに汚れ
るので価格が安い物を買う方がいいと教えている｡ 




娘優那 ｢コート, 持ってなくて｡｣ 
母親Ｖ ｢値段が安いから｡｣ 
娘優那 ｢白って, やっぱり高いの買っちゃうと, な
んか汚れたらっていうのがすごいあるん
で｡｣ 
母親Ｖ ｢だから “白と流行り物は安い物で” ってい
う｡｣ 
娘優那 ｢そうなんです｡ 安い物でっていう｡｣ 
母親Ｖ ｢いつも私がそうやって｡｣ 
娘優那 ｢なんかいつも, すごい言うんですよ｡｣ 
母親Ｖ ｢あはは｡｣ 






母親Ｖ ｢OL になる, なって着ていけるような感じ
っていうんでしょうかね｡ いま, ほんとに, 
学生っていう格好が多いんで, 仕事にって
いうあれではないような服ばっかりなんで｡ 
それでちょっと｡ ちょっと “きちっと” み
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たいな感じでしょうかねぇ｣ 
インタビュア ｢(娘優那に) ご自身では？｣ 











母親Ｖ ｢優那, スーツはスーツ？｣ 
娘優那 ｢スーツ…｡ こんなスーツ｡ これとか, すご
いね｡ スーツ着るかな？｣ 




母親Ｖ ｢いいんじゃないの, ほら, これ｡｣ 
娘優那 ｢ねぇ｡ これちょっとかわいい｡｣ 
母親Ｖ ｢かわいいじゃん｡｣ 










娘優那 ｢買い物は, 絶対ほぼ母と行くこと多くて｡｣ 
母親Ｖ ｢うん｡ (娘は)  1 人でだいたい決められな
い｡｣ 







娘優那 ｢そうですね｡ 一番, 多分, 母と (買い物を) 
してるのが一番楽で｡｣ 





娘優那 ｢そう｡ (母親は) すっごいチェックしてく
れる｡｣ 
母親Ｖ ｢いちおう, チェックして｡ あの, こう買う
んで｡ (中略) チェックしてもらえるって
いうのが楽なのかもしれない｡｣ 











娘絵利香 ｢そうですね｡ 一緒に買い物に行くと, お母













娘絵利香 ｢正直に言ってくれるので｡ お母さんは, は
っきりしてるので｡ お母さんにそれでいい
って言われたら, あ, もう買おうと思うの







伝えてくる｡ 娘優は, 母の意見に素直に従う｡ 
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インタビュア ｢どんな言葉ですか？｣ 
娘優 ｢例えば, “それはちょっと派手じゃない” 






ら”, “それは嫌だ” とか｡ “こういうのを






娘優 ｢なんか, 素直に聞き入っちゃうんですけど｡ 
意外と｡ “あぁ, そうなんだ” と思って, 
買ったり買わなかったり｡ 決めません｡ で, 
その判断を, 母さんが｡ ふふ｡ 結局, 母さ
んが言ってたとおりにしちゃうって｡｣ 
(2) 母親の役割 
娘は母親に ｢承認者｣ としての役割を期待する｡ 
娘優は, 普段の買い物は, 母親に ｢いいんじゃない｣ 
と言われたら決められると述べている｡ 









母親も, ｢あなたはどうなの？｣ と聞く代わりに, 
自分が娘になって欲しいイメージを述べる｡ 
娘麻優 ｢どうなって欲しいの, まず？｣ 
















う？ (中略) でも, お母さんあんまり好き
じゃないでしょ？｣ 




娘麻優 ｢嫌いでしょ, こういうの？｣ 
母親Ｘ ｢嫌いではないですけど｡ どっちかっていう








母親Ｗ ｢あ｡ 好きか嫌いか｡｣ 
インタビュア ｢好きか嫌いか｡ それは誰がですか？｣ 
母親Ｗ ｢私がです｡ あはは｡｣ 
娘絵利香 ｢あはは｡｣ 












母親Ｕ ｢合わない｡ 合わないわ｡｣ 
娘陽菜 ｢これならかわいくない？｣ 
母親Ｕ ｢うーん…｡｣ 












































娘陽菜 ｢なんか, あんまり好きじゃないの, 分かり
やすいね｡｣ 
母親Ｕ ｢うん｡｣ 
















母親Ｕ ｢じゃあ, (あなたが) 付箋貼ったらいいじゃ
ん｡｣ 






わいいと同意しつつも, 笑った｡ 娘は, 母親が娘
に無理やり付箋を貼らされたと言うので, その商
品はいいか悪いかどちらなのかと詰め寄る｡ 
娘陽菜 ｢これ, 可愛くない？｣ 
母親Ｕ ｢うん｡ かわいい｡ あはは｡｣ 
娘陽菜 ｢別にいいよ｡ 好きじゃなかったら｡｣ 
母親Ｕ ｢無理やり (付箋を貼らされた)｡ え？｣ 
娘陽菜 ｢どっち？いいの？｣ 














娘優 ｢着て欲しくないの, あるでしょ？｣ 




















娘あいり ｢ははは｡ さようで｡ (中略) 何もついてな






娘優 ｢難癖, ばっかりだね｡｣ 
 
娘は, どうしても母親からの承認を得ようとす
る｡ 母親が ｢いいよ｣ と言ったのが, OK という
娘への承認の意味の ｢いいよ｣ なのか, 商品が良
いという意味の ｢いいよ｣ なのかがはっきり分から
ず, ｢いいよ｣ の意味を質問によって確認している｡ 
娘優 ｢これ, いやなんでしょ？｣ 
母親Ｙ ｢あはは｡ そんなことないよ｡ そんなこと｡｣ 
娘優 ｢いや, だってそうやってさ｡ あはは｡ 着さ
せようとしない｡｣ 
母親Ｙ ｢ううん｡ そんなことないよ｡｣ 
娘優 ｢履かない｡ これは｡｣ 
母親Ｙ ｢あんたの  (タイプ ) とは違うね｡ でもか
わいいと思うよ｡｣ 









母親Ｗ ｢お母さんの好みじゃ (ダメじゃない)｡ 自
分はどうなの？｣ 
 
母親Ｗ ｢着る人が一番選ぶのが, 一番いいと思う｡｣ 
(e) 最終意思決定者 
絞込み過程で, 娘と母親の意見がなかなか一致
しない時, 娘は母親に ｢もう決めて｣ と決定を委
ねる｡ 
娘麻優 ｢もう, 決めて｡｣ 
母親Ｘ ｢こっちかな｡ 白｡｣ 
娘麻優 ｢じゃあ, はい, 決定｡｣ 
 






















娘優那 ｢うん｡ そう｡ (中略) いま持っていない, 私
が着ない, 着てないような形｡｣ 
インタビュア ｢なるほどねぇ｡｣ 




ならば, 母親の承認は, 娘の購買意思決定を ｢正
しい｣ ものにするからである｡ 











































母親Ｚ ｢(独り言で) 着せたいと思うもの, 着せたい
と思うもの｡｣ 
 
母親Ｚは, カタログ雑誌に, 昔, 娘が着ていた
服と同じ生地の商品が掲載されていたことを懐か
しんでいる｡ 
娘あいり ｢昔, 持ってた｡｣ 















娘優 ｢あれを着せて, これを…｡｣ 
母親Ｙ ｢そうですね｡ こういう服だと, こうやって, 
















母親Ｚ ｢あの, 自分自身が若い頃なんですけど, チ
ェックばっかりだったんです｡｣ 
インタビュア ｢へぇ｡｣ 
母親Ｚ ｢それで, 最近また流行ってきて｡ その頃が
思い出されて｡｣ 
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母親Ｚ ｢そうですね～｡ デートの時はソワソワソワ
ソワ｡ ははは｡｣ 
娘あいり ｢着てたんだ｡ 初耳だよ｡｣ 
母親Ｚ ｢なんだろう, あの頃はね｡｣ 


















































母親Ｚ ｢(娘の) 将来像を｡ まあ, 妄想と言うか｡｣ 
娘あいり ｢は｡ 妄想｡ ははは｡｣ 
母親Ｚ ｢妄想がちょっと激しいんですけど｡ あはは
は｡ こうスリムな感じで, こう颯爽と｡ オ
フィスに通ってもらうための｡ (中略) な
んで選んだのかな｡ やっぱりこう, OL｡ 丸
の内 OL っぽい感じかな｡ うふふ｡｣ 
娘あいり ｢ふふふ｡｣ 
インタビュア ｢ああ, 割と, 丸の内 OL っぽくなって
欲しいか…｡｣ 
娘あいり ｢ははは｡｣ 
母親Ｚ ｢(娘に向かって) かなり前に話したときに, 
丸の内あたりで働きたいって言ってなかっ
た？｣ 
娘あいり ｢え｡ あはは｡ わかんない｡ そういうオフィ
ス街で働けたらなって｡｣ 
母親Ｚ ｢願望が, なんかありすぎる｡｣ 
インタビュア ｢それは娘さんの願望だから (丸の内
OL に) なって欲しいのですか｡ それとも
お母さんの願望で娘さんに丸の内 OL にな
って欲しいのですか｡｣ 
母親Ｚ ｢昔, 自分が｡ まあ, 場所的に, 昔, 大手町
で働いていたんですけど｡ なんて言うのか










めには, (a) 対立を避け, (b) 盛り上がる工夫をし
なければならない｡ 
(a) 対立を避ける：明言を避ける 
ペア12で, 娘麻優と友人Ｋは, ｢△△しそう｣ 
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娘麻優 ｢カジュアルになってきた｡ うん, 近づいて
きた｡｣ 
友人Ｋ ｢これ, 冬はいてたら, なんかかわいい感じ
の人じゃない？｣ 
娘麻優 ｢かわいいね, 編み上げ｡｣ 
友人Ｋ ｢それも, なんか今, はかなそうじゃん？｣ 
 
ペア13で, 娘優と友人Ｌは, ｢△△してそう｣ 
を27回, ｢似合いそう｣ を 9 回使用した｡ ｢△△し
てる｣ ｢似合う｣ という明言を避けることで, 意
見の対立を避けているのである｡ 
(b) 盛り上がる工夫 
第 1 に, 商品に対して, 感覚的な表現を用いる｡ 
第 2 に, 商品に対して, ｢かわいい｣ という感嘆詞






第 1 に, 娘と友人は, 商品に対して, 感覚的な
表現を用いる｡ ペア13で, 娘優と友人Ｌは, イン
タビュアにギャル系の服を説明する時, ｢ぴちぴち｣ 





友人Ｌ ｢短く, ショートパンツに｡｣ 
娘優 ｢(頷く)｣ 
友人Ｌ ｢なんか露出が高い服｡｣ 
娘優 ｢あぁあぁ, さくっとね｡｣ 
友人Ｌ ｢そうですね｡｣ 
娘優 ｢ぴちぴちな｡｣ 
























友人Ｋ ｢ピンときたのは, 逆に？｣ 
娘麻優 ｢私もこの 2 つはいいと思った, 逆に｡｣ 
 
友人Ｋ ｢お, この辺アツい｡｣ 
娘麻優 ｢アツい？この辺アツいね｡｣ 
友人Ｋ ｢この辺アツい｡ また来た, アンサンブル｡｣ 
 





② ｢かわいい｣ の使用 
第 2 に, 商品に対して, ｢かわいい｣ という形容
詞を商品に対して用いる｡ ペア11の調査中, 娘絵
利香と友人Ｊは, ｢かわいい｣ という言葉を30回
使用した｡ ペア14の調査中, 娘あいりと友人Ｍは, 
｢かわいい｣ という言葉を103回使用した｡ 
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③ カテゴリー化 
第 3 に, 商品をカテゴリー化するために, ｢△△
系｣ ｢△△ちゃんっぽい｣ ｢雑誌名｣ ｢ブランド名｣ 
を用いる｡ 

















娘優那 ｢かっちり系｡ Oggi みたいな｡｣ 
 
友人Ｉ ｢原宿だね｡｣ 








































MORE, WITH, CANCAM のいずれも若い女性向け
雑誌である｡ 
友人Ｈ ｢社会人になって, なんだっけ｡ MORE とか
WITH とかあるじゃん｡｣ 
娘陽菜 ｢あー｡｣ 
友人Ｈ ｢ああいう系の人と CANCAM とかなんか違
う気がする｡｣ 
娘陽菜 ｢私どっちかって言ったら MORE とか WITH
系な気がする｡｣ 
 




る｡ Vicky, 組曲, アールユー, クイーンズコート
はいずれもブランド名である｡ 











ペア 9 で, 娘陽菜と友人Ｈは, 系統 (ギャル) と
雑誌 (CANCAM) とブランド (セシルマクビーと
ジャイロとレッセパッセ) を盛り込んで商品をカ
テゴリー化している｡ 
友人Ｈ ｢モデルさんもさ, ギャルギャルしい｡｣ 
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友人Ｈ ｢あー｡ CANCAM とかにもよく出てる気が
する｣ 
















友人Ｌ ｢nike のときにこれ使っててもらった｡｣ 










友人Ｌ ｢褒められたけどね｡ これ見て｡｣ 
 



















インタビュア ｢なるほど｡ 一緒に行く人 (友人) と付
き添いの人 (母親) って何が違うんです
か？｣ 
娘絵利香 ｢まあ, 一緒にいくのだと, やっぱりお互い, 
お互い自分のためにも買うし｡ お互いに似
合う洋服も見るし｡  2 人ともするし｡  2 人
とも主役みたいな感じで｡｣ 
友人Ｋ ｢(頷く)｣ 
娘絵利香 ｢でもお母さんだと, 私が主役で｡｣ 






ず, ｢あ, 時計｣ と言って自分のための商品を見
てしまったことを娘あいりに伝える｡ 
友人Ｍ ｢あ, 時計……自分の見ちゃった｡｣ 
娘あいり ｢あはは｡｣ 
(2) 友人の役割 
友人の役割は, 共感者  (sympathizer) である｡ 
娘と友人はお互いに共感していることを表わすた
めに,  2 つの行動をとる｡ 第 1 に, 友人は, 娘の意
見に同意する｡ ペア14で, 娘あいりと友人Ｍが 
｢うんうん｣ および ｢そうそう｣ と言って相手に
同意した回数は73回であった｡  





いと考えているのではないだろうか｡ ペア 9 で, 
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だね｣ という友人の言葉は, ｢アドバイス｣ とい
































った, まさに今この瞬間の ｢共同の現在｣ のコミ





娘優那 ｢“これかわいくない？” っていうところで, 
話が膨張するのが楽しいですね｡｣ 








経営志林 第46巻 1 号 2009年 4 月  31 
5 .  ディスカッション 
5.1. 発見物  
メディアは, 娘と母親が仲良く買い物をする現
象を, ｢友人みたいな関係｣ と形容する｡ 本研究
は, 娘と母親が, 友人同士では見られないユニー
クな関係性を築いていることを明らかにした｡ 具
体的な発見物は, 以下の 3 点である｡ 





第 2 に, 同伴者との関係によって, 購買意思決
定時におけるコミュニケーションそのものが異な
る｡ 母親が同伴者の場合, 購買意思決定過程で, 
娘は母親に依存する｡ 母親は過去や未来に思いを
馳せながら娘を承認する｡ 友人が同伴者の場合, 
購買意思決定を通じて,  2 人は言葉による交感を
行い, メタ･コミュニケーションを駆使しながら, 
フロー体験をする｡  
第 3 に, 娘と母親との関係という特殊なコンテ
クストは, 母親の承認における判断基準をユニー




ベースに, 今後の研究の方向性を 3 点述べる｡ 
5.2. 今後の研究の方向性 
第 1 に, 消費とセルフ・アイデンティティ (self 
identity) との関係を ｢他者｣ 概念を加えて考察し
なければならない｡ なぜならば, 他者が異なると, 
消費を通じたセルフ・アイデンティティの構築の
され方も異なるからである｡ 本稿の発見物におい
ても確認されたように,  娘と母親との関係で, 
母親は娘にとって社会規範や価値観について参照






第 2 に, 理想自己 (ideal self) の決定主体を議論
しなければならない｡ イメージチェンジをすると
き , 主体は , 目標となる理想自己を形成する 
(Belk 1988)｡ ｢目標となる理想自己｣ は ｢自己概
念の拡張先｣ である｡ 通常であれば, 購買意思決
定者が自己概念の拡張先を決定する｡ しかしなが
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〔注〕 





いた｡ この “遊び “という現象は, ある程度のメタ･
コミュニケーションをこなすことができる動物に限
って現れる｡ つまり, “これは遊びだ” というメッセ
ージを交換できない動物には起こりえない現象であ
る (Bateson 1972訳 p.261)｡ 
2)  娘の名前は仮名である｡ 
3)  他の候補として, クリスマス・パーティーのための
商品, 友人へのクリスマス・プレゼント, ちょっとし
たお洒落, それほど高額ではないファッション関連
小物 (アクセサリーやバッグ) を挙げて検討した｡ 
4)  インフォーマント 1 ペアあたり 1 万円の作業費, 合
計で12万円をコーダーに支払った｡ 
5)  二重に束縛された状態に陥る状態をダブル・バイン
ド状況と呼ぶ (Bateson 1972)｡ 子供が, 宿題をしない
でテレビを観ている｡ 母親が ｢宿題をやってからテ
レビを観なさい｣ と言う｡ 子供が宿題をするために
しぶしぶ自分の部屋に向かおうとすると , 母親は 
｢自分から進んで宿題をやりなさい｣ と命じる｡ 子供






れ, 宿題を ｢する｣ ｢しない｣ いずれの選択肢も取る
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2 ご自身のファッションのスタイルはどのようなものですか｡ (両者に質問) 
3 購入することに決定した商品の満足度をお聞かせください｡ 
4 今回, 雑誌カタログから商品を選ぶ時に, 決め手となった基準を教えてください｡ (いくつでも) 
5 雑誌はどのくらいイメチェンに役立ちましたか｡ 











13 普段の買い物は誰と, どこに行きますか｡ 
14 普段の買い物の予算はいくらくらいですか｡ 
15 好きなお店はどこですか｡ その理由は何ですか｡ 
16 






18 バイトやお小遣いなど,  1 ヶ月で自由に使える金額はいくらくらいですか｡ 
19 
カタログショッピングや, ネットショッピングの経験はありますか｡ 
通販に抵抗がありますか｡ 
20 普段のファッションの買い物は計画的に行いますか｡ 
21 
好きなブランドは何ですか｡ 
いろいろなブランドを試してみたいと思いますか｡ 
ブランドをどのくらい気にしますか｡ 
22 普段読んでいる雑誌は何ですか｡ 
23 今回の調査の感想をお聞かせください｡ 
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